
「JUNECアジアンプレリュードジュニアフォーラム」※

企業ワークショップに参加
「『おいしさって何だろう？ 』 ～食べ物について語り合お

う～」をテーマに、食べ物の味

やおいしさをどのように表現

するかをディスカッションする

プログラムを提供しました。

ニチレイグループは、皆様の食生活と深い関わりをもっ

た事業を展開していますが、「食」とともに健康を支える大

きな要素としてスポーツがあります。スポーツを通じて「健

康」を支援する活動として、身近な運動の機会づくりから、

世界の舞台で活躍する選手の応援まで、さまざまな形で

積極的に応援しています。

ニチレイグループは、日テレ・ベ

レーザ※をユニフォームスポンサー

として応援するとともに、監督や

コーチ、選手の皆さんの協力のも

と、小学生の女子チームを対象とし

たサッカー教室を定期的に開催し

ています。

2006年度は、計4回開催し、延べ278人の方々にご参加

いただきました。今年度も引き続きこうした活動を通じて、

女子サッカーの活性化および青少年育成のお役に立ちた

いと考えています。

ニチレイグループは、2004年より（財）日本水泳連盟が認

定する泳力検定制度を応援しています。現在、日本水泳連

盟傘下のスイミングクラブなどにおいて、「ニチレイチャレ

ンジSwimming Badge Test」として実施されており、2006

年度は全国で40,000人以上が参加しています。

2007年6月15日～17日の3日間にわたり、当社主催大会

「ニチレイPGMレディス」を開催しました（パシフィックゴ

ルフマネージメント（株）（PGM）共催）。

地元小学校を対象とした社会

科見学の実施、アマチュア女性ゴ

ルファーがトッププロとプレイで

きる登竜門「チャレンジカップ」の

開催、来場した親子を対象とした

父の日企画など、カジュアルに

ファミリーでゴルフを楽しんでい

ただける企画を実施しました。

ニチレイグループは、2004年からフィギュアスケート競

技を応援してきましたが、2006年度より（財）日本スケー

ト連盟のオフィシャルパートナーとなりました。フィギュア

をはじめ、スピード、ショー

トトラックと、全てのスケー

ト競技の発展を応援してい

きます。

ニチレイフーズは、「健康おおさか21・食育推進企業団」

の一員として、参画企業と協働して食育推進活動を行って

います。2006年8月､関西工場

にて食育ツアーを実施。大阪府

立健康科学センターの栄養士

による栄養に関するゲームや

味と匂いの体験、工場見学を行

いました。

ニチレイフーズでは、アセロラドリンクを用いて、味と匂

いの関係について体験し、おいしさを言葉で表現するプロ

グラムを提供。2日間の会期中、

約1,000名の皆様にご来場いた

だきました。

「おいしさを創る」というテー

マのもと、食料自給率や食品の

保存方法、特に冷凍食品の科

学・商品開発の進め方などの講

義と味の基本である五味の味

覚体験を含めた約2時間の授

業を実施しました。
※　浦野前社長は2007年6月26日付にて、代表取締役会長に就任しています。

冷凍食品の使い勝手の良さや調理法の幅広さなどを紹

介。特に、お弁当づくりへの活用に関する内容は、ご参加の

皆様から好評をいただきました。
※ 東京都中央区消費者友の会・女性ネットワーク主催

ニチレイグループは、2006年4月、社会貢献活動に関す

る情報共有・推進を目的として、「社会貢献分科会」を発足

しました。当分科会は、各事業会社と労働組合の代表者お

よび事務局である（株）ニチレイ総務企画グループと経営

企画グループで運営されています。

初年度の2006年度は、主に寄付依頼先や活動事例の情

報共有、グループ社会貢献基本方針の策定、「ニチレイふ

れあい基金」運営方法の見直しに取り組みました。

今後も、事業会社間の情報共有を図りつつ、より“ニチレ

イらしい”社会貢献活動の推進に向けて、分科会活動を進

めていきます。

ニチレイグループは「食」に携わる事業者として、安全・

安心な商品をお届けすることはもとより、「食」の楽しさ・す

ばらしさを広く生活者の皆様、とりわけ次代を担う子ども

たちに伝え、ともに考える活動̶食育※活動に積極的に取

り組んでいます。
※食育：
生涯を通じて健全な食生活を実現し健康を確保するために、自らの食について考
える習慣や食に関するさまざまな知識、食を選択する判断力を身につけるための
学習などの取り組みを指します。

※ JUNEC（こども国連環境会議）アジアンプレリュードジュニアフォーラム：
日本とアジアをはじめとする各国・地域の子供たちが、「アジアの文化と平和」を
テーマに多様で異なる文化やものの考え方に触れ、お互いを尊重し合い、理解し
合い、意見を交換し合うことによって、豊かな多様性を有するアジアの未来を担う
ための共生の作法や態度を育む青少年の国際文化交流活動です。

※ 日テレ・ベレーザ：
1981年、読売サッカークラブの女子チームとして創設。以来、常に日本の女子サッ
カー界をリードしています。北京オリンピック2008の日本代表選手19名中、ベレー
ザからは8名を輩出しています。

※ 東京食育推進ネットワーク・農林水産省
　 東京農政事務所主催

「はぐねっと※」の中で、「食」の現場を体験するキッズツアーを展開。

2006年度はこどもたちを対象に全国の

自営工場見学ツアーをスタートしまし

た。次々と焼きおにぎりが生産されてい

く姿、工場に入る前の手洗いや着替えな

ど､こどもたちは目を輝かせて体験して

いました。
※はぐねっと：
ニチレイフーズが運営する「食」に関するさまざまな情報を満載したWebサイト

T o p i c s
全国の自営工場見学ツアーを開始

ニチレイグループ社会貢献基本方針
　わたしたちニチレイグループは、企業市民として広く社会
から信頼される企業でありたいと考えます。
　わたしたちは、素材を見きわめ、おいしさと健康を創り出
し、安全で効率的な物流を通じて社会に貢献します。さらに、
事業活動以外の分野においても自らの誠意と共感と使命感
に基づき、社会貢献活動を行います。
　わたしたちは、この考え方に基づき、食や物流に関する教
育、地域貢献、環境保護、災害支援、スポーツ支援を中心に、
積極的な社会貢献活動に取り組みます。

講義風景

はぐねっとのキッズツアー画面

ポスター

サッカー教室の模様

関西工場ツアー

食育体験イベント

出張授業の様子

全日本スプリントスピードスケート選手権大会

「食育ツアー」の実施

「第3回親子で楽しく食育体験」※イベントに出展

浦野前社長による出張授業

（財）日本水泳連盟が認定する泳力検定制度を応援

女子プロゴルフトーナメント
「ニチレイPGMレディス」を開催

（財）日本スケート連盟の
オフィシャルパートナーとして応援

料理講習会※の実施

ニチレイらしい社会貢献の推進

スポーツへの支援

「社会貢献分科会」を発足

食育活動を積極的に推進

サッカー教室の開催
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目的としたものです。ニチレイフレッシュは、10年来タラカ

ン市のパッカーよりえびの買い付けを行っていることから、

地域貢献の一環として、また食材調達における持続可能性

確保への取り組みとして、支援を決定しました。

小・中学校の校外学習への協力
全国各地に事業所のある

ニチレイロジグループは、地

域の小・中学校が実施する校

外学習に協力し、会社訪問の

受け入れを行っています。

中学生の職場体験受け入れ
ニチレイグループの事業説

明の後、お客様の受付や商品

の販売（本社1階の売店）で仕

事を体験していただきました。

フードバンクへの寄付
NPO法人「セカンドハーベストジャパン」※によるフード

バンキング活動に賛同し、2005年7月より冷凍野菜の寄付

を行っています。2006年度は、1,800ケース（12.6トン）を寄

付しており、2007年度も継続することを決定しています。

「キッザニア東京」のスポンサードを開始
子どもたちが自分で好きな

仕事を体験することを通じ

て、楽しみながら社会の仕組

みを学ぶことができる「キッ

ザニア東京」。ニチレイフーズ

は、2006年12月より、キッザ

ニア東京の公式スポンサーとなりました。ニチレイパビリ

オンでは、オリジナルの冷凍食品づくりが体験できます。

関西工場で「ニチレイフェスタ」を開催
工場の近隣住民の方々との

交流を大切にしたいという思い

から、2006年9月「ニチレイフェ

スタ」を開催しました。冷凍食品

の試食会や大道芸人の方を招

いてのアトラクション、工場概要説明などを行いました。当

日は1,000名以上の方々にお集まりいただきました。

マングローブ林拡大プロジェクトへの支援
インドネシア・タラカン市が実

施するマングローブ林拡大プロ

ジェクトは、マングローブ林に生

息する動物や環境の保護などを

1974年、お客様の声を商品やサービスの改善につなげる

ために設置された「お客様相談センター」は、「もう一人の家

族であるお客様との対話を通じて、安全・安心をお届けする

体制の強化」をミッションとしています。お客様の声を貴重

な経営資源として捉え、ご指摘やお問い合わせの内容を分

析、加工、発信することで、業務改善に役立てています。

2006年度は、下記の品質方針のもと、お客様とのコミュ

ニケーション能力の向上と社内連携の強化に努めました。

　お客様応対力の強化（応対品質の向上）
お客様からのお問い合わせに直接応対するお客様相談

センター員に対しては、お客様満足度向上やリスクマネジ

メント、ニチレイグループの商品や業務などをテーマとし

た社内セミナーを毎月実施しています。また、営業担当者

や生産工場担当者に対しても説明会を実施し、お客様応

対力の強化に全社的に取り組みました。

　お客様情報の社内共有化と提案活動の推進
（製品品質の向上）

お客様からのご指摘やお問い合わせの内容は、ニチレ

イフーズの役員を含めグループリーダー以上が参加する

「GL（グループリーダー）会議」で週に一度定期報告し、検

討や改善が必要な内容への早期対応に努めています。

また、同業8社で発足した「CS研究会」において、当社が

実施した流通クレームの削減活動を紹介するなど、社外へ

の提案活動や情報共有を行っています。

　リスクマネジメントの推進（経営品質の向上）
リスクの予兆を確実に捉えるため、担当者の“気づき”を

大切にするとともに、お客様情報一元管理システム「りぼ

んシステム」に、同一商品、同一生産時期に同様のご指摘

が2件発生した際に早期に警告を発信する機能を備え、リ

スクの拡大を防止しています。

　全社的CS教育の推進（CSの向上）
CSの最前線部署として「お客様相談センター実践研修

プログラム」を構築。全社各部門の管理職クラスの従業員

を対象に、CS教育研修の場を提供、推進しています。今後

は役員レベルの参加まで拡大していく予定です。

※ 「セカンドハーベストジャパン」：
日本初のフードバンクとして2002年7月に設立。安全性が保証された余剰食糧を、
生活困窮者に無料で提供し支援する活動を行っている。

ニチレイグループ
●　ニチレイふれあい基金
当基金は、1992年に設立され、従業員の賛同金と会社の寄付を基
に、社会福祉活動の支援や自然保護・環境保全・文化芸術活動への
援助などを行っています。

●　公益信託経団連自然保護基金への協力
アジア太平洋地域を主とする開発途上地域における自然保護活動
を支援する当基金に賛同し1994年から寄付を続けています。

●　大学への寄付
高等教育に対する支援として、大学への寄付を行いました。

●　ニチレイフーズ
2001年より、世界の栄養・保健環境の改善事業を展開するNPO法
人ILSI JAPAN に対し、年間5万ドルを寄付しています。

寄付活動

2006年度お問い合わせ内容の内訳

温度に対してデリケートな冷凍食品は、流通過程で急激な温度変化を

受けると、本来商品がもつおいしさや商品特徴が損なわれてしまいま

す。ニチレイフーズは、同業8社とともに、流通時の品質劣化の防止、ク

レーム削減を目的とした「CS研究会」を発足。各社に寄せられるクレー

ムについての情報共有・分析を行うほか、小売業者様向けに温度管理

の要請を行うなど、さまざまな活動に取り組んでいます。

T o p i c s
商品流通時の品質確保に向けて

その他相談 18%

日付・保存方法 8%

調理方法 6%

資料請求 10%

商品内容・原料 10%

1

2

3

4

生産工程での
不具合
20%

流通上の
不具合 6%

その他のご指摘 9%

お問い合わせ
65%

商品注文 20%

購入店 16%

意見・感想 5%

販売価格 2%

喫食方法 2%

キャンペーン 0.6%

CM・広告・協賛TV 0.6% 栄養成分 0.3%

商品提案 0.2%

パッケージ 1.3%

2006年度お客様応対の品質方針

「お客様満足度向上システム（CS）の確立と
リスクマネジメント（RM）の実践」

お客様応対力の強化（応対品質の向上）

お客様情報の社内共有化と提案活動の推進
（製品品質の向上）

リスクマネジメントの推進（経営品質の向上）

全社的 CS教育の推進（CSの向上）

1

2

3

4

「ニチレイパビリオン紹介サイト」
http://nichirei-kidzania.com/

ニチレイフェスタ開催の様子

ニチレイ本社に近い銀座中学校の生徒
さん

社長による植林の様子

名古屋市港区南陽中学校の生徒の皆さん

※　（株）ニチレイ・ロジスティクス東海
　　白鳥物流センターの事例。

ニチレイらしい社会貢献の推進

ニチレイフーズの取り組み

ニチレイフレッシュの取り組み

ニチレイロジグループの取り組み

ニチレイプロサーヴの取り組み

各社の取り組み

ステークホルダーとのコミュニケーション

お客様とのコミュニケーション

「お客様相談センター」の取り組み
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